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１．計画策定の趣旨 

 

鶴岡市は、２００８（平成２０）年度に、各地域で築かれてきた地域特性や固有の資源

を生かしたまちづくりを進めるため、中長期の振興方針「地域振興ビジョン」を策定しま

した。また、２０１３（平成２５）年度には鶴岡市総合計画の後期基本計画を踏まえた

「地域振興計画」を策定、２０１８（平成３０）年度には地域振興計画を刷新し、多様な

資源や地域特性を生かしたまちづくりを推進してきました。 

温海地域においては、「日沿道を地域の活力につなげる」「住み続けられる地域

環境の形成」「特色ある集落自治機能の維持と地域活動団体の振興」を重点課題

とし、地域振興に取り組んできました。これまでの取組については地域振興に一

定の成果をあげてきたと考えますが、改めて地域の抱える課題を整理し対応する必要

があります。 

新型コロナウイルス感染症の流行により、人流が抑制され、観光客の減少や、コミュ

ニティ活動の停滞が顕著になり、従来の行動や生活、行事等に対する考え方の変容、

人口減少や担い手不足のさらなる進行が見られました。一方で働き方改革やデジタル

化の進展により、オンラインによる仕事や交流など新たな生活様式が可能となりました。 

これら情勢の変化を踏まえ、本計画では、第２次鶴岡市総合計画後期基本計画の

策定に合わせ、「あつみ温泉と道の駅を拠点とした地域振興」、「自然・歴史・文化を生

かした交流人口、関係人口の拡大」、「地域特性を生かした農林水産業の振興」「海・

山・自然豊かに暮らし続けられる環境整備」の４つの基本方針を柱に掲げ、人口減少

に適応した持続可能な地域づくり、地域特性を生かした特色あるまちづくりを推

進していきます。 

計画期間は２０２４（令和６）年度から２０２８（令和１０）年度までの５年間です。 

 

 

２．温海地域の特性・概要 

 

温海地域は、海・山・川・温泉など自然に恵まれ、観光資源や食文化、伝統文

化など多様な地域資源を有する地域です。面積の約 9 割が山林で占められ平地

が少ないことから、国道 7 号、国道 345 号、それらを東西に結ぶ県道沿線に一

定の距離を置いて集落が形成されています。まとまった集落配置や豊かな自然

環境などを背景に、27 集落が特色ある歴史と伝統文化、生活文化を継承しなが

ら、それぞれ高い自治意識のもと個性ある活動を展開してきました。しかしなが

ら、人口減少や少子高齢社会の急速な進行により、生活基盤の弱体化や人手不足

などが進み、地域コミュニティ、福祉、産業等の様々な分野に大きな影響が及ん

でいます。 
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農業については、少量多品目生産の小規模農家が多く兼業農家が主となって

います。小規模農家の離農が進む一方で農地の集約化や規模拡大が進まない現

状にありますが、農産物の主力である稲作については、地形的制約から大規模化

が難しい反面、沢水を利用した米づくりなどにより、高品質で特色ある「米」を

産出しており、併せて「焼畑あつみかぶ」や「越沢三角そば」など在来作物の生

産やそのブランド化も進められています。 

商工業については、地域内に工業団地がないため、小規模事業者が主となって

おり、就業者の多くは鶴岡地域など他地域に働く場を求めています。そのため、

地域内の産業別就業者数は、あつみ温泉に関係する「飲食・宿泊業」の割合が相

対的に高くなっています。また、観光の中心であるあつみ温泉の入込客数は、日

本海沿岸東北自動車道（以下「日沿道」と表記。）あつみ温泉ＩＣ開通後増加傾

向にありましたが、新型コロナウイルスの影響もあり減少に転じ、令和４年度実

績でピーク時の 33％に止まっています。一方、豊富な自然資源や特色ある伝統

文化を生かした体験型観光の推進に力を入れており、推進主体のＮＰＯ法人、受

入れ団体及び行政が連携しながら体験メニューの開発や教育旅行の誘致などを

進めています。 

地域の交通については、はしご状にネットワークされている国県道を利用し

た自動車交通が「地域住民の生活の足」となっていますが、急峻な河川沿いを通

る道路は未改良部分も多く、特に冬期間は不安を抱えての生活となっています。

地域の足となる地域公共交通は、バスが２路線と乗合タクシーが３路線運行さ

れています。 

一方、概ね 10 年以内に日沿道の全線開通が見込まれており、このことは、全

国の高速道路ネットワークとつながるもので、温海地域にとっても大きなチャ

ンスと捉えています。 

 

 

３．市民との対話や社会情勢等の変化から得られた課題 

 

（１）前計画の取組にかかる整理と検証  

前計画の５年間で特に力を入れてきたものとして、「あつみ温泉と道の駅を拠点とし

た地域振興において」は、歩いて楽しい温泉街の実現に向けて、桜並木の再整備、足

湯などの滞留拠点の改修支援や専門家の活用など官民連携のもと温泉街の魅力づく

りに取り組んできました。今後は、公共空間のクオリティ維持と朝市広場の有効活用、

魅力ある店舗づくりなど更なるレベルアップが必要です。また、日沿道延伸に合

わせ、鼠ヶ関ＩＣ（仮称）周辺に計画されている道路休憩施設（以下、「新道の駅」と標

記）の整備が始まり、新道の駅を地域振興に生かす取組も進められています。また、地

元小学生や住民を巻き込みながら鼠ヶ関地内へ誘客する様々な仕掛けができました。 
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「自然・歴史・文化を生かした交流人口、関係人口の拡大において」は、温海地域

全体をフィールドとした体験型観光や教育旅行の受け入れを推進していること

に加え、大学生を対象とした各種プログラムの受け入れにより、交流人口、関係

人口は着実に増加しています。 

「農林水産資源のブランド化」においては、温海地域の在来作物「焼畑あつみかぶ」

「越沢三角そば」の首都圏へのプロモーション活動等により、ブランド力が強化されま

した。また、慶應先端研と連携した研究によりしなの木の花を活用したオーガニックコ

スメを商品化することが出来ました。 

「海・山・自然豊かに暮らし続けられる環境整備」においては、住民の移動手段とな

る乗合タクシー運行開始や高校生等の通学費支援制度の開始など、地理的に不利な

条件下でも暮らし続けられる環境整備を進めてきました。また、住民主体による地域内

の共助の仕組構築も進められています。 

一方で新型コロナウイルス感染症流行の影響等により、取組が進まなかったこと、実

現が困難になってきた施策もあることから、今後は、取り組んできた施策のブラッシュア

ップを図るとともに、人口減少時代に適応した事業展開、優先度を考慮した施策展開

が必要です。 

 

 

（２）市民との対話により得られた課題 

 

①日沿道を地域の活力につなげる（地域資源を生かした産業振興） 

これまではマーケットでの価値がない、もしくは価値が低いとされていた農

産物や、観光資源についても、それらの組合せなどによる新たな価値の創造や

人々の新たな消費行動に対応した価値化による地域資源の活用が求められてい

ます。 

また、人・物の対流を促進する日沿道の延伸は、新道の駅を核とする産業振興、

物流の効率化による地域外への産品の展開、さらには新たな地域資源の価値化

による観光の振興につなげることが重要な課題です。 

 

②住み続けられる地域環境の形成（地理的条件を踏まえた人口減少対策） 

 温海地域は働く場所が少ないため、就業先を鶴岡市街地など温海地域外に求

めるケースが多い状況にあります。日沿道温海鶴岡間の開通により、通勤等に要

する時間は短縮されたものの、乳幼児健診、高等学校等への通学や児童生徒の塾

や習い事の送迎などは家族の大きな負担となっており、子育て世帯減少の要因

の一つと推測されます。現に、温海地域の人口構成や社会的人口動態（転居）か

らもこのような実態がうかがえます。更には、医療、福祉のほか買い物などの生

活サービス機能も人口減少や消費者ニーズの変化により、より広範な生活圏と

なり、自ら車の運転ができない年少者、高齢者の生活が困難となってきています。 
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また、地形的な特徴から土砂災害の危険性の高い区域に暮らしている人口の

割合が高く、災害により幹線道路がたびたび寸断される状況にあります。 

 

③人の力を生かした地域活力の向上（多様な人材を生かした地域づくり） 

 独立的な集落配置などを背景に、特色ある歴史、文化、伝統を有した集落が多

く、町政時代からの施策もあり、集落の自立意識が高い一方、人口減少や少子高

齢化、生産年齢人口の減少等による自治会財政基盤の脆弱化、人材不足により自

治機能の維持が困難になりつつある集落が増加しています。こうした状況のな

か、集落から転出した若者が集落の祭事や行事に主体的に参加するなど、その承

継を担っている事例もみられます。また、自分たちの地域を盛り上げるという志

のもと、多種多様な地域活動団体が組織されており、その活躍は、地域振興や自

立分散型地域社会を構築していくうえで欠かせないものとなっています。さら

に、地域活力の維持、向上のため、地域外の学生や専門家など多様な人材が地域

づくりにかかわる関係人口の創出、拡大が重要となっています。 

 

 

４．温海地域のこれから目指す方向性 

 

温海地域は、あつみ温泉に代表される観光資源や食文化、伝統文化、自然など

多様な地域資源を有し、27 集落がそれぞれの特性を生かした活動を展開してき

ました。地域資源を保存し継承するだけでなく、様々に組み合わせて活用するこ

とで新たな価値を生み出し、地域住民がいきいきと暮らすことができる地域づ

くりを進めます。 

代表的な観光資源であるあつみ温泉については、温泉街の景観づくりや賑わ

いづくりを促進し、魅力ある温泉観光地をめざします。 

「日沿道」の延伸を契機として、地域産業の活性化や鼠ヶ関地域への誘客とそ

の周辺への経済効果を生み出せるような取組を進めます。 

豊富な地域資源を生かした体験型観光の推進や、多様な人材を地域づくりに

生かす仕組みを構築し、交流人口や関係人口の拡大による地域活性化を図りま

す。 

豊かな自然に育まれ、変化に富んだ地形と歴史に培われた農林水産資源や伝

統産業を継承しつつ、温海地域独自のブランドと持続可能な営農体制を構築し、

地域特性を生かした農林水産業の振興を推進します。 

自然環境や地理的に不利な条件下でも、住民がいつまでも住み続けられるよ

うに、集落の自治機能の維持と生活環境の維持向上を図ります。また、地域への

愛着を育む取組を進めるとともに、次代を担う人材を育成します。 

 



温海地域振興計画 

 

- 6 - 

 

５．施策の基本方針と具体的な展開方策 

 

基本方針１ あつみ温泉と道の駅を拠点とした地域振興 

あつみ温泉は、令和３年に開湯 1200年を迎えた歴史ある温泉地です。令和元

年 10月には市内 3カ所目の国民保養温泉地に指定されており、この知名度と地

域資源を生かしながら、温泉街の賑わいづくりを創出します。また、官民が連携

し、温泉街の観光施設や景観、環境の整備、魅力ある店舗づくりを進め「そぞろ

歩き」を楽しめる温泉街として、日沿道開通後も通過点ではなく目的地となるよ

う魅力ある温泉観光地をめざします。 

また、日沿道の延伸に伴い鼠ヶ関インターチェンジ（仮称）やその周辺に道の駅

移転整備が計画されており、鼠ヶ関及び周辺地域の魅力向上による誘客促進と

庄内浜産魚介類を活用した漁業のまち鼠ヶ関の知名度向上を図り、地域経済に

効果をもたらす取組を進めます。 

 

〇主な施策 

（１）あつみ温泉街の魅力の向上 

 あつみ温泉の観光資源である温海公園(あつみ温泉バラ園)の整備と足湯

などの滞留拠点となる施設の改修、桜並木の維持や植栽の奨励による景観整

備など、温泉街のクオリティを高める取組を進め、あつみ温泉の魅力の向上

を図ります。 

 

〇具体的な施策 

 ①温海公園を改修し、安全性とクオリティの向上による観光振興 

  温海公園を改修し、あつみ温泉の滞留拠点施設としてのクオリティを向上

させ、観光地の魅力向上を図ります。 

 

 ②あつみ温泉足湯等公共空間の景観整備とクオリティ維持向上 

あつみ温泉の足湯や休憩施設等の修繕を中長期的に進め、公共空間のクオ

リティの維持と魅力の向上、温泉街の環境整備を図ります。 

 

（２）あつみ温泉街の賑わいづくり 

あつみ観光協会、温海温泉旅館組合、地域住民、地域づくり団体や行政な

ど多様な主体が連携し取り組む集客イベントの実施、朝市広場の有効活用や

魅力ある店舗づくり等を支援し、あつみ温泉街の賑わいづくりを進めます。 

 

〇具体的な施策 

 ①温泉街の集客を促進するイベントへの支援 
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あつみ温泉の風物詩である、あつみ温泉ばら園まつりやお湯輿まつりへの

誘客を促進し、官民あげて温泉街入込客の増加にむけ、地域一体となって取

り組みます。 

 

②そぞろ歩きを楽しむ温泉街の賑わい創出 

温泉街の賑わいづくりとして、朝市広場の有効活用や店舗の魅力向上を図

る仕組み作りを進めます。 

 

（３）新道の駅を活用した地域振興 

計画されている道の駅移転整備事業において、温海らしさを盛り込み地域

産業の活性化につなげる取組を進めます。 

 

〇具体的な施策 

 ①温海地域産直活動組織の育成と取組への支援 

新道の駅での活動を視野に、温海地域の産直活動組織の体制強化と集荷販

売の仕組みづくり等を支援します。また、官民連携による持続可能な地域産

業の活性化を目指します。 

 

 

（４）既存「道の駅」の有効活用に向けた検討と施設整備 

既存道の駅「あつみ」しゃりんの有効活用を検討し、誘客促進に取り組み

ます。 

 

〇具体的な施策 

①道の駅あつみでの商品開発や多様なイベントの開催 

新たな道の駅の施設テーマ「いつ来てもワクワクする道の駅」の実現に向

け、地場産物等を活用した新たな商品開発や多様なイベントの開催により、

地域産業の底上げと誘客促進を図ります。 

 

②道の駅あつみ移転後の跡地利用の検討、用途決定後の活用推進 

道の駅移転整備の先行事例を参考に、地域の意見を伺いながら、優れた立

地条件を有するしゃりん跡地の利用促進の検討を進め、用途決定後の有効活

用を図ります。 

 

（５）鼠ヶ関地内の賑わいづくり 

漁業のまち鼠ヶ関の知名度向上の取組を支援し、鼠ヶ関に観光客を誘導す

る仕組みづくりや観光地としての魅力づくりを進めます。 
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〇具体的な施策 

①道の駅での地元水産物販売の取組への支援 

現道の駅での地元水産物等販売の取組を支援し、新道の駅への漁業関係者

の参画や地元水産物の知名度向上を図ります。 

 

②鼠ヶ関水産イベントへの誘客と滞在型観光の促進 

地元水産イベントへの誘客促進と滞在型観光の提供により、漁業のまち鼠

ヶ関の活性化を図ります。 

 

基本方針２ 自然・歴史・文化を生かした交流人口、関係人口の拡大 

温海地域が有する豊富な自然や産業、伝統文化を活用した体験型観光や教育

旅行の受入れを推進し、交流人口の拡大を図ります。また、地域を離れた人材や

地域と多様な関わりや想いを持つ人材を地域づくりに生かす仕組みを構築しま

す。 

 

〇主な施策 

（１）体験型旅行による交流人口の拡大 

体験型観光や教育旅行の受け入れなどの取組を支援し、交流人口の拡大を

推進します。 

 

〇具体的な施策 

 ①教育旅行や体験型観光の誘致促進 

温海ならではの魅力ある自然体験メニューの開発や受入れ態勢の整備に

より、温海地域を目的地とする教育旅行や体験型観光を誘致し、交流人口の

更なる拡大を図ります。 

 

（２）地域資源の活用による交流人口の拡大と地域活性化 

しな織を活用した交流人口拡大などを図るため、関川地区活性化計画※に

基づく取組を支援します。 

 

〇具体的な施策 

 ①関川地区活性化計画の取組への支援 

関川しな織センターを拠点としたイベント開催による交流人口の拡大を

目指すとともに、首都圏での販路拡大や商業施設等での展示即売等により、

地域産物の販売額増に取り組み、地域活性化を図ります。 
 
※関川地区活性化計画 
農山漁村振興交付金を活用した山村活性化を図るため、関川地区に地域資源活用流施設
を設置するにあたり、平成 28 年 4月 1日付けで「関川地区活性化計画」を策定した。内
容は、関川地区の「しな織」を活用し、交流人口の拡大とともに地域産物(しな織関係)の
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販売額増加に取り組み、地域活性化を図るものである。 

 

（３）関係人口拡大の仕組みづくり 

地域内外の若者の交流を促進し、地域を離れた人材や地域と多様な関わり

や想いを持つ人材が、地域とつながり、支援できる仕組みづくりを進めます。 

 

〇具体的な施策 

① 関係人口の創出と拡大の仕組みづくり 

地域内外の若者の交流を促進し、関係人口の受け皿となる関係案内所の運

営を目指し、関係人口の創出と拡大に取り組みます。また、首都圏の子育て

家族が移住体験し地域と交流する取組を進めます。 

 

基本方針３ 地域特性を生かした農林水産業の振興 

豊かな自然や変化に富んだ地形、歴史を背景とした特色ある農林水産資源や

焼畑などの伝統手法を守り継承しつつ、温海地域独自のブランドと持続可能な

営農体制を構築します。また、新たな道の駅を視野に、少量多品種であっても稼

げる仕組みづくりにより、地域特性を生かした農林水産業の振興を図ります。 

貴重な地域資源である国指定の伝統的工芸品「羽越しな布※」の継承、振興を

支援します。 

 

〇主な施策 

（１）地域の食文化継承とブランド化 

古くから栽培されている在来作物などの栽培技術の継承や認知度向上を

図ります。さらに「焼畑あつみかぶ」「越沢三角そば」等の在来作物のブラ

ンド力を高め、さらに販路を拡大する取組を支援します。 

 

〇具体的な施策 

 ①在来作物「焼畑あつみかぶ」の生産振興 

焼畑あつみかぶブランド力向上対策協議会が取り組む伝統農法たる焼畑

文化とその生産技術の継承活動、労働力の軽減活動及び温海地域のトップブ

ランド農産物として、地域内外でのプロモーション活動を支援します。 

 

 ②在来作物「越沢三角そば」の生産振興 

まやのやかた越沢三角そば生産組合が取り組む、「越沢三角そば」を核と

した地域の良さを発信するプロモーション活動や需要開拓活動及び「越沢三

角そば」の生産性と品質の向上に繋がる活動を支援します。 

 

（２）少量多品種栽培を生かした農産物の生産振興 

産直活動組織の活動を支援するとともに、少量多品種栽培を生かした農産
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物の生産振興を図ります。 

 

〇具体的な施策 

 ①温海地域産直活動の育成と取組への支援 

新道の駅での活動を視野に、温海地域の産直活動組織の体制強化と集荷販

売の仕組みづくり等を支援します。 

 

 ②小規模な農地等で栽培されている少量多品種農産物の生産振興 

JA、産直活動組織等と連携しながら少量多品種農産物の生産実態を把握し、

未出荷生産者が生産している農産物の地産地消の検討や新道の駅等での販

売につながる仕組みを検討します。 

 

（３）持続可能な営農体制の構築 

担い手となる経営体への農地集積を進め、持続可能な営農体制の構築を図

ります。 

 

〇具体的な施策 

 ①温海地域での土地利用型農業の生産性向上 

温海地域での農地集積の方向性を検討し、関係団体等と連携を図りながら

農地集積の手続きや農地を預けたい農家等との調整活動に取り組みます。 

 

（４）地域資源を活用した農山村集落の活性化 

 伝統的工芸品「羽越しな布※」の振興を図るため、後継者育成や経営体制

強化の取組を支援します。 

 

〇具体的な施策 

 ①伝統的工芸品の伝承と地場産業の振興 

後継者育成や意匠開発など、産地に寄り添った支援を国、県とともに展開

し、伝統的工芸品の価値創造と持続可能な地場産業の振興を図ります。 

 
※羽越しな布 

本市関川地域と新潟県村上市雷、同山熊田の 3 地域で継承されているしなの木の樹皮を
原料とした織物で、伝統的工芸品産業の振興に関する法律（昭和 49年 5月 25 日、法律
第 57 号）に基づき、経済産業大臣より 2005(平成 17)年 9月 22日に「羽越しな布」とし
て指定。 
 
 

基本方針４ 海・山・自然豊かに暮らし続けられる環境整備 

地域内の集落が有している特色ある自治機能を大切にし、それぞれの集落が

将来にわたって自治機能を維持し、コミュニティ強化を図る取組を支援します。

温海地域の自然環境や地理的条件を踏まえ、地域住民が安心して暮らし続ける
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ために、地域に適した公共交通体系の構築やデジタル活用を進め、生活環境の維

持向上を図ります。 

また、少子高齢化が進む中で、高齢者が活躍する場の創出を図るとともに、郷

土愛の醸成や教育環境の充実に取り組み、子育て世代に選ばれる魅力のある地

域をめざします。 

あわせて、地域内にある遊休資産を活用し、地域活力の創造につなげる取組を

進めます。 

 

〇主な施策 

（１）地域コミュニティの基盤強化 

将来にわたり持続可能な自治会機能等の維持強化を図るため、集落の将来

像を示す集落ビジョンの策定を促し、住民同士の良好なコミュニケーション

を醸成する取組を支援します。また、ビジョンに基づく自治機能や拠点施設

の維持、地域コミュニティ活動の活性化を支援します。 

 

〇具体的な施策 

 ①温海地域集落ビジョン策定の支援 

自治会機能の維持強化を図るため、集落ビジョン策定を推進します。研修

会等を実施し、集落のモチベーションを上げ、前向きに取り組めるように支

援します。 

②地域コミュニティの活動への支援 

住民自治組織総合交付金等を交付し、地域が主体的に行う生涯学習や福祉、

防災、生活環境整備等の総合的な地域活動のほか、地域の特色を生かした地

域づくりや地域課題の解決に向けた取り組み等を支援します。 

 

③地域コミュニティ活動拠点整備への支援 

福祉、防災、地域づくり活動等の地域の総合的な拠点となるコミュニティ

活動拠点施設について、地域住民の積極的な活動の場となるように必要な整

備の支援を行います。 

 

 

（２）資源を生かした地域活力の創造 

温海地域内にある既存施設、遊休資産や空き家を利活用し、地域活力の創

造につながる取組を推進します。 

 

〇具体的な施策 

 ①遊休資産を活用した地域活力創造の支援 

温海地域内の廃校や空き家等の遊休資産について、民間活力による地域活
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性化につながる利活用の実現を目指します。 

 

（３）地域に適した公共交通網の形成と通学環境整備 

住民の移動手段となる乗合タクシーの運行を支援し、地域に適した公共交

通網の形成をめざします。あわせて、遠距離通学となっている高校生等がい

る世帯に対する支援や、その手続きのデジタルワンストップ化により保護者

の負担軽減を図ります。 

 

〇具体的な施策 

 ①乗合タクシーの運行事業の支援 

温海地域公共交通運営協議会※が運営する乗合タクシーの事業を支援し、

高齢者や障害者等の通院や買い物等の外出支援など、住民の福祉向上に取り

組みます。 

 

※温海地域公共交通運営協議会 

行政、自治会、福祉団体、観光団体で構成され、乗合タクシーの運営主体となっている。 

 

 ②遠距離通学となっている高校生等がいる世帯への支援 

遠距離通学となっている高校生等の通学費等を支援するとともに、その手

続きのデジタル化により、保護者の負担軽減を図ります。 

 

（４）高齢者がいきいきと暮らせる環境づくり 

高齢者がこれまで培ってきた経験や能力を生かし、健康でいきいきと暮ら

せる環境づくりを推進します。 

 

〇具体的な施策 

 ①高齢者のいきがいづくり・健康づくりの推進 

介護予防運動や高齢者同士の交流・親睦を目的として活動している団体を

支援し高齢者の福祉増進を図ります。また、高齢者の経験や能力を生かした

地域づくりを推進します。 

 

 ②身近な通いの場づくりの支援 

住民主体の「通いの場」と、いきいき百歳体操をはじめとする介護予防活

動を行いながら、互いに支え合う仕組みづくりにもつながるような活動をし

ている団体を支援します。 

 

（５）地域でささえあう環境づくり 

誰もが住み慣れた地域でいつまでも生活できるように、地域住民と多様な
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主体の協働や共助による地域のささえあい活動を支援します。 

 

〇具体的な施策 

 ①地域ささえあい活動の推進 

地域の支え合い活動に取り組む団体に対し、関係機関との調整や情報提供

により支援します。 

 

（６）地域で育む子育て・教育環境の充実 

豊かな自然環境、伝統文化、産業など地域資源を活用し、保育園から中学

校まで一貫した生きる力を育む教育（SEL※）を推進します。また、中学生を

対象として、地域の人材やＩＣＴを活用し学習支援を行うあつみ地域未来塾

の取組を支援するなど子育て・教育環境の充実と郷土愛の醸成を図ります。 

 

〇具体的な施策 

 ①生きる力を育む教育の推進 

生きる力を育む教育（SEL）を温海地域の教育の特色とし、専門的知見を

持つ有識者による指導・助言が受けながら、保育園から中学校まで一貫した

教育に取り組みます。 

  

※ＳＥＬ（Social＆Emotional Learning） 

社会的能力と気持ちに関わる能力を伸ばす学び。子どもの自尊心、好奇心、発想力、想

像力などを高め、学力だけでなく社会で生き抜く力、豊かで強い心を育む教育 

 

 ②地域の教育環境の充実 

温海中学校の生徒を対象に、学習支援活動として、あつみ地域未来塾を開

講し教育活動の充実と生徒の学力向上を図ります。 
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［参考資料 温海地域の統計］ 

 

１．基礎データ 

２．年齢別人口及び世帯数の推移 

３．世帯の状況 

４．産業別（大分類）15歳以上就業者数 

５．農業の実態 

６．経営耕地面積規模別経営体数 

７．農産物販売金額規模別経営体数 

８．漁獲量及び漁業生産額の推移 

９．主要観光地・施設の入込客数の推移 

10. 主な文化財及び伝統芸能等 

 


